
し

ま

丘蔭
・嶋

連還
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
嶋
字
法
安
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
〓

一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
渡
辺
　
昇

。
久
保
弘
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、　
一
九
八
八
年
以
降
調
査
が
行
わ
れ
、
多
量
の
人
形

・
馬
形

・
斎
串

な
ど
の
祭
祀
遺
物
と
六
点
の
木
簡
を
出
上
し
て
い
る
袴
狭
遺
跡
の
下
流
に
位
置

し
て
い
る
。
袴
狭
川
と
入
佐
川

の
合
流
点
の
西
側
で
、
さ
ら
に

一
五
〇
ｍ
余
り
で
出
石
川
に
注

ぎ
込
む
地
点
で
あ
る
。
遺
跡
周

辺
は
、
河
日
か
ら
約
二

一
血
上

流
に
位
置
し
て
い
る
に
も
か
か

石

わ
ら
ず
、
標
高
六
ｍ
前
後
と
非

硼

常
に
低
く
、
湿
地
化
し
て
い
る
。

調
査
結
果
で
も
多
量
の
上
砂
が

流
入
し
て
お
り
、
常
に
氾
濫
に
あ

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
調
査
は
、
小
野
川

放
水
路
計
画
に
伴
う
事
業
の
確
認
調
査
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
河

道
の
一
部
を
確
認
し
た
も
の
の
、　
明
確
な
遺
構
は
な
く
、　
周
辺
の
祭
祀
遺
跡

（砂
入
・
袴
狭
・
田
多
地
・
小
谷
）
の
よ
う
に
多
量
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
な
い
。

四
世
紀
の
古
式
上
師
器
が
大
半
で
、
斎
串
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
祭

祀
遺
物
出
土
層
よ
り
上
か
ら
出
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斎
串
の
時
期
よ
り
も

下
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
断
定
で
き
な
い
。
今
後
も
調
査
が
行
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
時
代
決
定
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
令
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＳ

溢
巽
〕
Φ‘

出
土
遺
物
が
少
く
、
木
簡
も

一
点
で
十
分
な
検
討
を
加
え
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
周
辺
の
袴
狭
遺
跡
、
砂
入
遺
跡
な
ど
と
の
関
連
を
考
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
本
遺
跡
そ
の
も
の
に
木
簡
に
伴
う
遺
構
が
存
在
す
る

可
能
性
は
非
常
に
薄
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
的
に
も
祭
祀
色
の
弱
い
こ
と

か
ら
、
流
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（渡
辺
　
昇
）




